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仙台第３合同庁舎　２階大会議室

Ⅰ 開    会　　　仙台管区気象台　気象防災部　防災調査課長 10:30

Ⅱ 挨　　拶　　　仙台管区気象台　台長

Ⅲ 連絡事項　　　仙台管区気象台　気象防災部　防災調査課調査官

Ⅳ 研究発表

１日目　平成28年12月5日（月）

座長：仙台管区気象台　気象防災部　地球環境・海洋課長

発表者所属 ☆：発　表　者 発表予定時間
10:45～12:00

1 秋田における高層気温の経年変化 秋田 ☆見城 舞、東城 孝昌、佐々木 福実緒

2
チベット高気圧、太平洋高気圧の張り出しと北日本の暑
夏・冷夏との関係

秋田県立大

3
GOSATデータの検証に使用する地上FTSの検定を目的とし
た航空機観測

秋田県立大

4 全球1kmメッシュの陸域炭素収支解析 東北大 ☆佐々井 崇博

5 東アジアと北米における寒気流出 東北大

【休　憩】 12:00～13:00

座長：仙台管区気象台　気象防災部　観測課長

☆：発　表　者 発表予定時間
13:00～14:45

6 岩手県雫石町における霧の観測的研究 岩手大

7
愛媛県大洲市で発生する霧を伴った陸風『肱川あらし』
の観測的研究

岩手大

8 概念モデルを用いた北村山の局地的な北風強化の考察 山形 ☆阿曽 知子

9
JMANHMを利用した月山周辺の風に関する調査
～清川だし～

山形 ☆佐藤 咲季、丹野 咲里、安久津 俊幸

10 一般風西よりの時の仙台空港の局地的な東風について 仙航 ☆佐々木　悟、小塙　祐人

11 2016年8月9日小名浜の猛暑事例について 福島 ☆高須 健嗣

12 2013年5月13日の仙台山形の気温差をもたらした要因 東北大 ☆岩場 遊、岩崎 俊樹

【休　息】 14:45～14:55

座長：仙台管区気象台　気象防災部　予報課長

☆：発　表　者 発表予定時間
14:55～16:10

13 診断型積雪水量モデルを応用した屋根雪荷重推定の試み 秋田大 ☆本谷 研

14 NHMの筋状降雪雲内の雪片・あられの再現性について 気象研 ☆南雲 信宏、山田 芳則

15 平成27年12月26日に発生した下北半島の大雪について 青森 ☆武井 愛里、山村 卓也、佐々木 駿

16 2016年2月27日東北地方を通過した低気圧による大雪 盛岡

17 1987年2月2～3日の仙台空港の大雪について 仙航 ☆横山 雅志、小塙 祐人

【休　息】 16:10～16:15

座長：仙台管区気象台　気象防災部　観測課長

☆：発　表　者 発表予定時間
16:15～17:15

18 ＮＨＭによる岩手豪雨の事例研究 岩手大

19 平成27年9月関東東北豪雨の事例解析（続報） 仙台 ☆高野 健志、丹原 裕

20 平成28年台風第10号による岩手県沿岸の大雨の特徴 盛岡 ☆山本 浩之、田ノ下 潤一

21 東北地方における最近の大雨と防災気象情報 仙台 ☆桜井 美菜子

Ⅴ 懇親会（於、メルパルク仙台　レストラン　フォレスタ） 開始予定 18:30

　　　　　日時：平成28年12月5日（月）10時30分～17時15分

　発表持ち時間は１題15分です。時間を厳守願います。

第1予鈴が、10分で鳴ります。まとめに入ってください。

第2予鈴が、12分で鳴ります。発表を終了し、質疑応答に入ります。

   終鈴が、15分で鳴ります。質疑応答は終了です。

   ※発表の際は、最初に調査の概要についてお話ください。

☆宇賀神 惇
1
、井上 誠

1
、山川 修治

2

（1:秋田県立大学、2:日本大学文理学部）

☆井上 誠
1,#

、芳賀 ゆうみ
2
、森野 勇

1
、内野 修

1
、町田 敏暢

1
、

　勝又 啓一
1
（1:国立環境研究所、2:秋田県立大学、

　#:現所属 秋田県立大学）

☆菅野 湧貴
1
、Muhammad Rais Abdillah

1
、John E. Walsh

2
、

　岩崎 俊樹
1
（1:東北大学大学院　理学研究科、2:International

　Arctic Research Center, University of Alaska）

☆石森 明洋、名越 利幸

☆黒坂 優、名越 利幸

☆田ノ下 潤一、鹿野 義明、嶋田 充宏、成瀬 正人

☆太田 風乃
1
、名越 利幸

1
、津口 裕之

2

（1:岩手大学教育学部、2:気象研究所予報研究部）
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